
図画工作科学習指導案 

  授業日時 2021 年 11 月 9 日（火）第 5 校時 

単元名：おもしろ段ボールボックス  授業学級 4 年東組 

「自分だけの入れ物をつくろう」 
 授業会場 4 年東組教室 

 授 業 者   

（全 4 時間扱い中 第 1 時）  指 導 者    

 

（1）主眼（授業の手立て＆ねらい） 

（○○の子ども達が）○○の場面で，○○を通して，〇〇を□□することができる／できるようになる。 

 自分だけの入れ物をつくる場面で、使い方に合わせた段ボールの切り方を考えることを通して、段ボール

の形を生かしながら、用途や表したいこと、それに合わせた段ボールの切り方を考えることができる。 

（2）展開 

 学習活動 予想される子どもの反応 「授業者の主な発問」・※留意点・【教材】 時間 

導

入 

 

 

 

 

 

１．モデルを

基に考えを膨

らませる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．切り方の

例の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「もっと凝ったデザインにしたい」 

「引き出しをつけたい」 

「段ボールを斜めに切りたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんな切り方もできるんだ」 

※授業が始まる前に教科書を準備して

もらう 

※「おもしろダンボールボックス」 

 黒板に単元名を書く 

 

※モデルの提示を行う 

※段ボールの切り方(形)や機能、用途に

触れる 

「みんなだったらどうしたい？」 

 

 

 

「○○さんはこういうことができそう

だって」 

※アイデアを考えてもらう 

 

「では自分だけの入れ物をつくってみ

ましょう」 

※学習問題を黒板に書く 

 

※モデルの提示の際に出た意見で、切り

方に着目した意見に焦点を当てて、様々

な切り方ができることを教科書 28 ペ

ージを見ながら確認する 

※用途に合わせて切り方を考えること

を伝える 

※白紙を配り、用途や使う場所を書いて

もらう つくる際に白紙に切り方や表

したいこと、設計図などを書いてもよい

ということを伝える 

10

分 

 
【学習課題】使い方に合わせた段ボールの切り方を考えよう 

【学習問題】自分だけの入れ物をつくろう 



展

開 

３．材料、用具

の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．製作活動 

 

 

 

 

 

 

 

「これを入れたいからこのサイズに

したい」 

 

「じゃんけん」 

「話し合い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一緒のものをつくらない」 

 

 

 

「こんな工夫ができそうだな」 

「こんな切り方をしてみようかな」 

※段ボールのサイズが 3 種類あること

とその個数や大きさを伝え、自分の用途

や使う場所に合わせて段ボールを選ん

でもらう 

「見に来ても良いよ」 

「どうやって決める？」 

「人数が合わなかったらどうする？」 

決め方が決まったら確認をする 

 

※段ボールカッターの安全指導を行う 

「刃物なので絶対に人に向けたり振り

回したりしないようにしてください」 

※使える道具としてテープ、ガムテー

プ、ボンドなどを前に置いておき、近く

の人から借りながら使うことを伝える 

※机の形はそのままで行うが、友だちと

相談しながらつくってもよい子とを伝

える 

「友だちと相談してつくっても良いけ

ど、気をつけた方が良いことある？」 

 

 

※机間指導を行い、止まってしまってい

る児童がいたら何に困っているかを聞

く 

※chromebook やコピー機を用いてデ

ザインの工夫を行っても良い 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

分 

終

末 

６．次時につ

なげる 

 

   

 
 
 

【本時の評価（評価する対象）】 

段ボールの形を生かしながら、用途や表したいこ

と、それに合わせた段ボールの切り方を考えるこ

とができる（活動の姿） 




